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トキシコロジー研究会・バイオアッセイ研究会合同研究発表会 p.13-14. 
 
高見徹, 丸山俊朗, 鈴木祥広. 1997. ノリ殻胞子とワカメ遊走子に対する銅の影響濃度の比較. 

第 31回日本水環境学会年会 p.215. 
 
鈴木祥広, 佐藤大輔, 丸山俊朗, 神田猛, 道下保, 佐藤鉄三郎. 1997. 泡沫分離・硝化システム

によるヒラメ完全循環型養殖（Ｉ）. 平成 9年度日本水産学会講演要旨集 p.83. 
 
鈴木祥広, 丸山俊朗, 高見徹. 1997. 懸濁および堆積カオリン粒子がワカメ遊走子の基質への

着生と発芽に及ぼす影響. 土木学会第 52回年次学術講演会 第７部門 p.526-527. 
 
鈴木祥広, 丸山俊朗, 三浦昭雄. 1997. 懸濁物質がノリ（海苔）の殻胞子の着生に及ぼす影響. 

日本水環境学会年会第 31回講演集 p.364. 
 
鈴木祥広. 1997. 海藻を指標生物とした排水の環境影響評価. 用水・廃水の高度処理技術に関

する研究小委員会第３回ワークショップ. 
 
深田光, 丸山俊朗, 鈴木祥広. 1997. コンクリート再生砂による海水の水質改変特性に関する

研究. 土木学会第 52回年次学術講演会 第 7部門 p.218-219. 
 
河添智, 丸山俊朗, 鈴木祥広. 1997. 泡沫分離法による淡水植物プランクトンの除去に関する

研究. 土木学会第 52回年次学術講演会 VIIp.520-521. 
 



森下玲子, 鈴木祥広, 丸山俊朗. 1997. モノクロラミンの Selenastrum capricornutumの増殖阻害
濃度に及ぼす栄養塩濃度の影響. 土木学会第 52回年次学術講演会 第７部門 p., 522-523. 

 
守谷亮介, 丸山俊朗, 鈴木祥広. 1997. 空気分散型凝集-泡沫分離法による油水分離に関する研

究. 土木学会第 52回年次学術講演会 VIIp.416-417. 
 
佐藤大輔, 鈴木祥広, 丸山俊朗, 神田猛, 道下保, 佐藤鉄三郎. 1997. 泡沫分離・硝化システム

によるヒラメ完全循環型養殖（ＩＩ）. 日本水産学会 p.83. 
 
丸山俊朗, 鈴木祥広, 河添智. 1997. 泡沫分離法による Microcystis aeruginosa の除去に関する

研究. 第 48回全国水道研究発表会 p.80-81. 
 
丸山俊朗, 河添智, 鈴木祥広. 1997. 泡沫分離法によるカオリンの除去に関する研究. 第 48 回

全国水道研究発表会 p.78-79. 
 
高見徹, 丸山俊朗, 鈴木祥広. 1996. ノリの殻胞子を供試生物とした毒性試験における影響評

価の検討. 土木学会年次学術講演会 第７部門 p.160-161. 
 
鈴木祥広, 丸山俊朗, 三浦昭雄, 申宗岩. 1996. 懸濁粘土粒子のスサビノリ殻胞子の基質への

着生と発芽に及ぼす影響. 日本水産学会秋季大会 p.133. 
 
鈴木祥広, 丸山俊朗, 三浦昭雄, 申宗岩. 1996. 懸濁または堆積カオリン粒子のスサビノリ殻

胞子の基質への着生と発芽に及ぼす影響. 土木学会年次学術講演会 第７部門 p.460-461. 
 
森下玲子, 鈴木祥広, 丸山俊朗. 1996. モノクロラミンの Selenastrum capricornutumの増殖試験

による毒性評価. 土木学会年次学術講演会 第７部門 p.158-159. 
 
小椋直樹, 丸山俊朗, 鈴木祥広. 1996. 空気自吸式エアレターによるカオリンとセメントの水

中捕集に関する研究. 土木学会年次学術講演会 第７部門 p.540-541. 
 
坂口正一, 丸山俊朗, 鈴木祥広. 1996. 空気分散型凝集・泡沫分離法による油水分離に関する

研究. 土木学会年次学術講演会 第７部門 p.100-101. 
 
丸山俊朗, 河添智, 鈴木祥広. 1996. 泡沫分離法による海産赤潮プランクトンの回収に関する

研究. 土木学会年次学術講演会 第７部門 p.100-101. 
 
高見徹, 鈴木祥広, 丸山俊朗. 1995. スザビノリ(Porphyra yezoensis)発芽体を供試生物とした

都市下水処理水の毒性試験法の関する基礎的研究. 土木学会第 50 回年次学術講演会 第
２部門 p.1002-1003. 

 
鈴木祥広, 高見徹, 丸山俊朗. 1995. 海水中におけるモノクロラミンの減衰と臭素化合物の生

成. 日本水産学会春季大会 p.312. 
 
鈴木祥広, 高見徹, 丸山俊朗. 1995. 海水中におけるモノクロラミンの減衰、および残留酸化

性物質の生成とその毒性. 土木学会第 50回年次学術講演会 第２部門 p.1058-1059. 
 
後藤崇, 丸山俊朗, 鈴木祥広, 土手裕. 1995. 泡沫分離法の下水の処理能に関する研究. 土木

学会第 50回年次学術講演会 p.1048-1049. 
 
土手裕, 丸山俊朗, 鈴木祥広, 福嶋知幸. 1995. 粉砕したセメント固化体からの有害金属の溶

出に関する研究. 廃棄物学会概要集. 
 
土手裕, 丸山俊朗, 鈴木祥広, 小幡孝慈. 1995. 覆土によるメタン分解に関する研究. 土木学

会第 50 回年次学術講演会 p.1222-1223. 
 
丸山俊朗, 鈴木祥広, 高見徹. 1995. モノクロラミンの海水中における減衰と酸化性物質の生

成，およびそのノリ（海苔）に対する毒性. 第 3回衛生シンポジウム（1995 年 11月）. 
 



丸山俊朗, 鈴木祥広, 河添智. 1995. 海産プランクトンの泡沫分離法による回収. 日本水産学
会秋季大会（平成 7年 9月）p.95. 

 
丸山俊朗, 鈴木祥広, 三浦昭雄, 申宗岩. 1995. ノリ（海苔）葉状体の生育に及ぼすモノクロラ

ミンの影響濃度. 第１回エコトキシコロジー研究会・バイオアッセイ研究会合同研究発
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